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船橋市宅地耐震化推進事業（防災・安全）

事後評価

令 和 ２ 年 ３ 月 １ ９ 日

千 葉 県 船 橋 市



船橋市宅地耐震化推進事業（防災・安全） ○

平成30年度　～　令和元年度　（2年間） 千葉県船橋市

・船橋市における大規模盛土造成地の把握及びマップ作成・公表

・第一次スクリーニングマップの公表率

A　基幹事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R01 R02 （百万円） 策定状況

A1-1 防災 一般 船橋市 直接 宅地耐震化推進事業 9.0 －

合計（市街地整備事業） 9.0 －

B　関連社会資本整備事業（該当なし）

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 全体事業費 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R01 R02 （百万円） 策定状況

0

合計 0

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 全体事業費

種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R01 R02 （百万円）

合計 0

番号 一体的に実施することにより期待される効果

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接
種別 種別 対象 間接 H28 H29 H30 R01 R02

合計 0

番号

0.0%
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

（H30当初） （H30末） （R01）

番号 事業者 要素となる事業名
事業内容

（延長・面積等）
市町村名

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

9
百万

Ａ
9

百万
Ｂ

事業者

船橋市

交付対象事業

－ Ｃ － Ｄ －
効果促進事業費の割合

全体事業費

番号 事業者
要素となる事業名

（事業箇所）
事業内容

市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円） 備考
（面積等）

一体的に実施することにより期待される効果 備考

備考

事業実施期間（年度）
備考

工種
番号 事業者

省略
要素となる事業名 事業内容 市町村名

備考

船橋市

番号 要素となる事業名 事業内容 市町村名 費用便益比

費用便益比 備考

変動予測調査（85.62km2）

社会資本総合整備計画（防災・安全交付金）  事後評価書 令和２年　３月１９日

計画の名称 重点配分対象の該当

計画の期間 交付対象

計画の目標

本計画は、大規模盛土造成地の変動予測調査を行い、大規模盛土造成地の位置や規模を把握し、調査結果に基づき大規模盛土造成地マップを公表することで、住民の防災意識を向上し、市民の生命、身体及び財産の保護に寄与する。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値
備考

当初現況値 中間目標値 最終目標値

0% 0% 100%



交付金の執行状況
（単位：百万円）

未契約繰越＋不用率が10％を超えている場
合その理由

未契約繰越＋不用率
(h = (g+h)/(c+d)）

0.000

不用額
（h = c+d-e-f）

0.000

うち未契約繰越額
（g）

0.000

翌年度繰越額
（f）

0.000

支払済額
（e）

2.297

前年度からの繰越額
（d）

0.000

交付額
（c=a+b）

2.297

計画別流用
増△減額
（b）

△ 0.603

配分額
（a）

2.900

H29 H30 R01 R02 R03

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況（必要に
応じて記述）

特記事項（今後の方針等）

変動予測調査で盛土カルテを作成した箇所より、第二次スクリーニングの計画を行う。

事業効果の発現状況，目標値の達成状況

Ⅰ定量的指標に関連する交付対象事業の効果の発現状況
・○市内に分布する大規模盛土造成地の位置及び種類の把握することができた。
・○大規模盛土造成地マップの公表を行い市民と情報共有が図れた。

Ⅱ定量的指標の達成状況

指標①（○市内
(85.62k㎡)における第
一次スクリーニングの
結果の公表率）

最終目標値 100%
目標値と実績値に

差が出た要因
最終実績値 100%



（参考様式３）参考図面（防災・安全交付金）

計画の名称 船橋市宅地耐震化推進事業（防災・安全）

計画の期間 平成30年度　～　平成31年度　（2年間） 船橋市交付対象

【調査対象】
船橋市全域 ：85.62k㎡

船橋市役所


